
１．知立市の地域特性とありたい未来について

「10年後の市民（市民生活）は、

こうありたい（こうあってほしい）」

• 将来像や基本理念等のまちづくりの基本的な方針を検討するに

あたり、次ページから紹介するアンケート調査結果及び転入・転

出状況を踏まえながら、意見交換をさせていただきます。

基本構想

基本計画

実施計画

分野別計画

重点プロジェクト
（総合戦略）

計画期間 10年

• 将来像や基本理念等を通じて、知立市のまちづくりにおいて何を大切にしていくかを示します。
• バックキャスティングの考え方を取り入れ、まちづくりの基本的な方針を検討します。

計画期間 10年

• 重点プロジェクトは、将来像を実現するために必要な取組をパッケージ化して示します。KPIを設定
し、地方版総合戦略として位置づけます。

• 分野別計画は、個別施策の中長期的な取組の方向性、市民との協働・共創のイメージを示します。個
別施策は指標を設定せず、個別計画に委ねていきます。

計画期間 ３年

• 基本計画に関連する具体的な取組について、財政と連動させながら具体的に示します。
• 毎年度、見直しを行います（ローリング方式）。

計画構成案（参考）

バックキャスティングの視点を取り入れる
• 第７次知立市総合計画は、バックキャスティングの視点（「未来の

あるべき姿や目標」から「現在行うべき取組」を設定すること）を

取り入れて検討をしていきます。

• 検討にあたり、「市民が希望する暮らし・仕事を叶えるという視

点」が重要です。
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１．知立市の地域特性とありたい未来について

知立市の地域特性・市民特性・付加価値

知立市民が叶えたい暮らし方・働き方

将来の知立市の人口・産業

こうありたい知立市の未来

将来像

基本計画

実施計画

序 章

計画構成案（参考）

基本構想

序章

• 基礎調査（統計データ等の分析）やアンケート調査、市民ワークショッ

プ等から見えてくる知立市が伸ばすべき付加価値や重点的に取り組むべ

きテーマ等をコンパクトに整理する。

基本構想
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序章

将来フレーム
（産業・労働）

類似都市・近隣都市
との比較・分析

知立市の現状・課題 アンケート調査
市民ワークショップ

（第１回）
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総合計画
審議会
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社会経済動向
将来フレーム
（人口）

国・県等の関
係機関の動向

１ 知立市の地域特性・市民特性・付加価値

２ 知立市民が叶えたい暮らし方・働き方 ３ 将来の知立市の人口・産業

こうありたい知立市の未来


